	予想される思いやり反応
	活動への支援及び留意点
	評価
	準備物

	１、本字のめあてを確認する。5分
C：おばあちゃんにいっぱい質問するぞ。
C：なんだかｳｷｳｷしてきたよ。

２、おばあちゃんたちの紹介をする。5分
C：おばあちゃんたちはがんばっているな。
C：野菜作りのプロだね。おばあちゃんたちは、何でも知ってるぞ！

３、おばあちゃんに質問をする。10分
C：肥料のやりかたをおしえてください。
C：肥料はどのくらいまでまけばいいのですか？

C：ぼくたちの畑を見て、気づいたことを教えてくださいませんか。

４、分かったことや気づいたことをもとに

おばあちゃんと一緒に活動する。20分
C：なるほど！こうすればいいんだなあ。

C：おばあちゃんがやってるようにやってみよう。

C：もっともっと　おおきくなあれ。

C：おばあちゃんは　ほんとうに　野菜を　育てる

　 ことがすきなんだなあ。
	T1提示

・活動への喚起を促すために、めあてをしっかり把握できるように支援していく。

T１『もっと丈夫に育ってほしいという願いをもっておばあちゃ
んと一緒に活動しよう。』と投げ掛ける。　　

・おばあちゃんたちが実践している普段の活動についても補足

　説明していくことで、何に対しても聞いてみようとする態度

　を促していく。

・子供達の自主的な活動を促すために、おばあちゃんには、質

問されたことに答えてくれるようあらかじめ依頼しておく。

・T1は主に子供達への投げかけや評価を行う。

　T2はおばあちゃんについて、説明を補佐して橋渡しの役目を

する。

・T2は一緒に活動する。T1は全体を見て、評価をしながら

　活動できていない子供に対しての支援をしていく。

・子どものうなづきや言葉に対して、賞賛の言葉かけをしてい

　くことで、更に意欲的に活動していけるように支援する。

・作業ができるように、事前に打ち合わせをしておいて、子供

　達の活動がすぐ行えるように肥料などの準備をしておく。
	○めあてに対して、興味関心を持って取り組もとしているか。
○自分たちの野菜という自覚

　をしっかりと持ち、何が野菜　　　　

　のためになるのか考えて質

　問しているか。

○解決していこうとする姿勢

　で聞いているか。

○分かったことを実際にして

　みようとしているか。

○おばあちゃんと一緒に活動

　しようとしているか。
	瓢箪池前でめあて提示

めあてカード

デジタルカメラ

ビデオカメラ

生活園へ移動

肥料

移植ごて




（３）展　開
どうしたら　やさいを　もっとじょうぶに　そだてられるか


おばあちゃんに　きいて　いっしょに　かつどうしよう。








